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コロナの影響で今年度予定していた韓国への
交換留学が中止になってしまいましたが、授業
で紹介され、自分の語学力を披露するよい機
会と思い、参加を決めました。また、テーマにコ
ロナ禍と関わる項目があったため、自身の経験
を共有したいと思いました。今回が二度目の参
加でしたが、昨年よりも自身の韓国語運用能
力の成長を肌で感じたいと思った点もあります。

韓日スピーチコンテストを知った
キッカケ・理由は何ですか？

所属する学部・専攻での学びを深めるために
は留学は必要不可欠だと思っていましたが、コ
ロナ禍があったからこそ経験したことをお話しで
きるのではないか…、と考えるに至りました。
テーマ設定をするうえで、韓国の文化や多様
なコンテンツが私たちに与える力や楽しさ、重
要性などをスピーチで共有したいと思ったところ
が一番のポイントだと思っています。

Q .

グローバルコンベンションホールという素晴らしい
会場で披露できるので、完成度の高いスピー
チにしようと思い、暗記するのではなく、伝える
ことを考えながら話すことができるよう一つ一つ
言葉を丁寧に理解しながら練習しました。本
番当日は緊張しましたが、笑顔でゆっくりわか
りやすくスピーチすることを意識して、弁士として
うまく話すことよりも、自分の伝えたいことに集
中し、自信を持って披露できるよう努めました。

スピーチの練習・本番で心がけ
たことを教えてください。

Q . 今回のスピーチテーマを選択し
た理由を教えてください。

Q .

Q .

他の出場者のスピーチを聞いて、多くの人がコ
ロナで学生生活の影響を受けていると改めて
知ることができました。「日韓の若者が同様に
もどかしい思いでいる」と考えると、今できること
を模索していかねば、と身の引き締まる思いに
なりました。また、文化学を専攻する身としては、
韓国の人々の日本文化の捉え方というものに
も触れることができた貴重な機会だったな、と
実感しています。

内面的な成長や変化は
ありましたか？
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